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特定非営利活動法人大阪マスターズ陸上競技連盟 

特定非営利活動法人大阪マスターズ陸上競技連盟 第 6回理事会 

１．日  時 2014（平成 26）年 7月 26日（土） 13：35～15：50 

２．場  所 長居球技場（キンチョウスタジアム）2階会議室 

３．出 席者  理事；25人（理事総数 27人）  監事；0人（監事総数 2人） 

熊木 利隆、赤峰 フミコ、片山 勝彰、大橋 一男、池上 健三、下村 玲、村井 正信、山中 保博、 

浅村 眞理子、安達 芳惠、上村 京司、宇野 初男、大倉 節子、神谷 亭市、栗原 幸一、小西 宏之、

坂下 勝正、並川 耕士、早川 禎一、深尾 真美、藤田 幸久、松島 忠士、村田みつ子、森井 正和、 

藪下 正治、山下 弘 （注）下線は、書面表決による出席者 

４．議事の議案別決議結果 

第１号議案  2014（平成 26）年度上半期（1～6月）の事業概要について（報告） 

2014（平成 26）年度上半期（1～6 月）の事業概要について、新規会員として 70 人の登録があり、

会員数が平成 25年 12月末の 402人から 440人に増加したことや、大阪選手権、南部忠平杯の主催

競技会を含めた事業が順調に執行できたなどの報告があり、これについて承認された。 

第 2号議案 2014（平成 26）年度中間決算（1～6月）について（報告） 

初めての試みとして、本連盟の下半期の収支予測等に活用するとともに、年度末の年間決算手続き

を早期に行うために、中間決算として活動計算書、貸借対照表、財産目録の作成を行った結果、た。

会員数の増加、寄付金の増加および大阪選手権、南部忠平杯の収支の黒字等の要因により、下半期

の収支は順調に推移するとの見通しの説明がなされ、これについて承認された。 

第 3号議案  公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合社員総会について（報告） 

2014（平成 26）年 6月 8日（日）に東京・岸記念体育館で開催された公益社団法人日本マスターズ

陸上競技連合社員総会の概要について報告があり、これについて承認された。 

なお、今後の全日本マスターズ選手権等の開催日程についても、以下のとおり確認した。 

・第 36回大会  2015年（平成 27年）10月 30日（金）～11月 1日（日） 

岐阜メモリアルセンター長良川競技場（岐阜市） 

・第 37回大会  2016年（平成 28年）9月 17日（土）～19日（月） 

デンカビッグスワンスタジアム（新潟市） 

・第 27回駅伝  2014年（平成 26年）12月 7日（日） 

山口きらら博記念公園内特設コース 

・インターバル速歩研修会 2014年（平成 26年）11月 29日（土）大阪（キンチョウスタジアム） 

第 4号議案 2014（平成 26）年度下半期事業の取組について 

今年度の下半期の事業に関して、第 2 回大阪マスターズフィールド陸上競技大会で、トラック競技

記録会を追加で実施することになり、これを含めて承認された。 

・トラックの種目は、200ｍ、800ｍ、1500ｍ、3000ｍとする。 

・ホームページで告知する。 

第 5号議案 第 27回都道府県対抗全日本マスターズ駅伝について 

駅伝専門部を編成し、選手選考等は同チームにおいて選考すること、参加者の個人負担を＠23,000

円として大阪マスターズ負担分の予算手当をするなどについて、承認された。 

第 6号議案 専門部の設置について 

記録、広報、競技、駅伝の 4 チームの活動を先行することの説明がなされ、これについて承認され

た。 


